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記銘の偶発性はエピソード記憶の重要な性質の
１つであるが、動物の偶発的記憶の利用能力は
ほとんど調べられていない。実験１では、イヌに
報酬の入れられた４つの箱を全て訪問させ、そ
のうちの２つだけを食べさせた後、帰り支度を
装って散歩に連れ出し、その間に箱をカラにし、
十分な時間の後に思いがけず帰還させて、箱を
自由探索させた。すると、多くのイヌは、先刻食
べ残した箱を優先的に訪問した。実験２では、報
酬を２個にし、残る１つの箱には石、もう１つはカ
ラにして、報酬のうち１個だけを食べさせ、同様
のテストをした。するとイヌは食べ残した報酬の
ある箱に向かった。これらは、イヌが偶発的に記
銘したwhatとwhereの情報を後刻取り出して利用
できることを示している。
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